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回
－
戸
田
C
M判
戸
』

nr町
三
ど
」
は
っ
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た
か
ど
～
っ
か
は
判
出
寸
匂
必
宮
ム
J

な
い
買
に
ム
が
、
f

八
、
円
i

一
光
下
履
七
口
汁
め
り
則
問
を
f
h
uめ
工
催
I
I
M

子J

に
は
JU一
物
を
山
ら
惨
同
f
A
V

と
き
は
、
古
は
修
柿
菅
川
加
を
三
六
A
米
国
叫
ん
従
設
へ
治
市
え
は
訟
提
起
川
〆
に
I
ペ
一
、
片
貝
法
泊
ボ
「
る
こ
と
l
J
で
弐

d

い

t
れ
は
、
凶

t
長い
U
h
v
M
｛
止
は
、
↓
ん
川
和
1J
、
い
る
一
さ
乙
－
F
V
H
F
b
の
で
あ
り
、
一

ヘ
条
二
FRMm段
の
流
用
又
は
泊
排
述
店
主
根
県
に
免
い
れ
ん
一
費
引
の

世叫一竺川
h

一
権
心
発
り

4
」
引
さ
な
い
払
一
日
い
叫
か
ら
r
ょ
っ
7
Q

U
A
P
ご
れ
が
許
山
」
JJm
、
村
忠
乙
し
こ
民

i
一
ら
の
惇
μ

沼
市
費
計
士
元
三
門
、
炉
支
与
る

か結
ら見
-r ' 
'- c. 

Aぅぱ
J之1リ f

" は
ー＆

者
日

トhn 

1人

す
会

上

J
A

平
刀

h

ーが
m
p
E寸
メ
ω
（む八千

dL付
請
求
J

斗
り
優
越
に
立
寸
／
ご
〕
y

に
な
る

、

、

、

、

、

第
一
に
、
貨
貨
日

E
F
3
Hオ
五
反
び
請
負
一
ラ

1
2
3
を
こ
り
比
較
で
あ
る
。
ー
ー

「
f

賃
貸
巾
？
杓
の
賃
借
入

f
斗
一
六
条

t
ール～

b

詰
民
民
約
カ
川
丈
計
一
六
一
凶
条
一
七
、
六
二
条

J

に
つ
い

h
胤
定
戸
れ
て
い
る
山
口
身
心
惇

市
に
お
川
わ
る
告
別
措
済
活
旧
ボ
件
ば
、
！
正
只
い
川
下
川
の
賀
、
ー
に
コ
し
て
は
規
定
が
れ
て
い
在
い
c

す
法
vhけ
は
、
債
ル
明
日
、
司
代
化
法
に
よ
る
刊
誌
の
惟

利
｝
つ
い
て
、
正
I
L
U～
費
用
で
心
巳
下
川
門
身
の
東
征
惨
禍
梓
一
九
は
3

ぎ
り
云
川
疋
し
た
り
で
あ
る
ミ
札
は

七
宋

リ一ソ九
J

戸つ一一円ハソ士で

に
材
一
話
さ
れ
て
る
去
の
枠
～
利
己
、
y
ど
れ
し
」
本
主
的

P

之
h
川
じ
1
1
4
4ト
に
改
リ
さ
れ
こ
｜
｜
語
れ
契
約
心
、
什
文
者
心
権
利
－
A

ヘ
斗
条

ノ
凶
日
ま
で
こ
を
比
較
す
れ
ば
ん
ん
か
る
と
乙
で
あ
る
〈

〆

F

A

》

一

二
カ
J
i
k

二
八
条
二
羽
〆
句
段
の
矩
拡
流
用
安
必
白
F
r
と
「
昨
今
よ
λ

j

h

弘
、
岐
置
引

山
小
迎
旨
士
山
内
な
っ
規
定
小
欠
は

Fmm－End
－R
F
は
有
ム
F
I
〕
句
、
二
二
ど
め
と

J

伴
ゃ
に
、

一
人
全
足
役
段
は
完
全
［
収
行
詰
w
円
滑
に
同

J

て
弐
に
ム
ヨ
RMノ
の
修
補
浪
人
d

規
定

J

て
い
る
ね
げ
で
は
日
ト
；
、
完
人
と
明
久
冶
求
権
が
小
械
と
三
る
と
討
の
法
律
切
止
と
7

川
巾
り
れ
造
語
ト
中
小
誌
を

J

仰
に
し
て
し
v

る
の
で
の
り
、

八、さ

h
り
で
AVA

る

二、

た山立川一しれけ
U

」」こしレ↓川川門刊に
y
v
J
L

マ
ω

J

ん
i
j

ん

2

す
唱
h

中
小
桓
心
呪
厄
し
住
民
社
併
や
「
「
JA
に
イ
泊
二
売
買
I

有
イ
引
な
い
－

L

は

亡
hV
刊
行
益
偵
】
一
主
山
求
権
3

2ヲ
に
お
v

づ
行
L
r
J
t
J
M
得
刀
μ

♂
る
昨
市
T
u
k
v
b
J
な
い
コ
J
h
J
れ
な
い
J

カ

な
に、

；条
〔支

切

ら尽
問、：と
れ、元

か C
7亡、

方工、

均

叶
υ 

仰〔

し

し
か
し
、
一

レ
す
れ
に

L
1も
、
買
の
し
仰
で

よ
計
算
方
以
内
を
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い
に
通
方
な
い
に
J
U
7

）一三

川
制
ぺ
官
以
チ
桜
拠
に

世
斗
口
心
街
恥
川
、
J
m
わJ
F

L

1
4
土、
J
侃
れ
た
賢
川
市
川
～
償
還
請
求
権
を
武
士
に
J
J
4
匂一
J

ノ、

条

で
あ
れ
ば
、
結
県
レ
）
げ
に
じ
主
力
費
用
て
心
待
補
枠
を
日
亡
に
認
め
令
こ
と
げ

L
d
る
の
勺
あ
り
、
ミ
1JTJ
る
と
、
ー
ハ
一
七
条
を
快
保
二
仰
向

の
、
い
は
と
者
日
、
刻
印
予
定
め
に
保
つ
を
L
て
川
刊
い
わ
こ
惇
陥
権
J
f
認
め
白
つ
れ
J
Q

＼
ハ
一
七
条
一
心
〉
一
は
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る

q
士
、
日

注
l
t
J
d
h
宮
代
市
北
び
門
一
山
角
川
と
同
様
の
時
計

M

権
を
パ
山
口
の
民
ー
に
は
刊
括
的
な
い
乙
い
う
は
一
さ
わ
し
た
L
法
者
忠
じ
に
及
、
る
解
L
杭
こ
あ
ろ

4
 

ろノ

世
史
一
に

し
て
ム
vy
め
ム

J

れ
る
こ
と
に
な
る
＋
川
、
ド
工
の

取
抗
体
的
管
で
あ
る
し
｜
｜

ロ
光
椛

完
全
反
行
の
権
利
）

六
条
哨
川
引
い
浮
足
人
々
H
－
拠
ノ
「
て
日
れ
に
作
補
費
削
の
結
果
ー
γ
認
め
る
－
す
れ
ば
、
河
二
七
り
た
以

F
V
l視
比
さ
れ
て
い
る
主
人
エ
JJ行
の
優

誌
の
広
則
に
以
L
4

る
こ
「
に
モ
な
ろ
1
1

）
川
七
条
は

務
利
J
へ
は
功
の
日
以
恒
あ
る
物
山
中
引
き
渡
さ
れ
？
と
さ
ロ
ョ
、
工
心
権
利
を
外

ドfソti子情特；1；、lこおけ匂同＇＋門付の涼夜特科

ムオ
J
J
I
h－－
N
2モ
で
あ
る

一t
〈
ム
院
し
品
求
権
計
、
起
J

除
及
び
代
金
比
泊

当
一
七
条
一
サ
）

L

い
づ
形
屯
枠
，
4
む
に
指
害
賠
治
前
ポ
件
へ
均
一
上
条

一
N2
に
f
U
L
て
従
旭
了
。
ぃ

2
：
一
川
川
、
そ
れ
三
り
梓
刊
の
必
ノ
ル
十
日
、
J

ぺ
lt暗
「
け
れ
た
め
心
催
中
羽
同
日
淀
川
↓
主
要
弘
子
玄
来
、
、
し
こ
い
ゐ

こ
に
こ
他
h
o
b

な
L
J
J
h
A
U
一時
h
：
目
求
栓
心
陵
起
士
完
？
の
州
川
町
J
J
ら
見
刊
日
一
見
、
前
完
桂
川
完
全
印
行
γ

桂
利
♂
－
4
r
E
E
7
2
n
j
4
2
Z
日N
S
P
A
T斗

N
R
N
4
5
H
H
k
g
p
E
R）
と
町
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
h

、
完
人
工
切
れ
に
よ
っ
〈
、
併
除
、
代
々
ー
は
山
町
及
び
損
害
町
前
こ
し
え
［
只
一
の
栓
刊
行
法
ケ
一

M
泣
す
る
こ
日
が
で
き
会
心
で
品
る

J

J
3

レ
百
十
が
、
一
二
六
条
ニ
ポ
依
民
主
投
拠
に
子
止
問
川
巾
勺
一
川
止
め
て
虻
パ
口
す
ノ
町
一
」
ヘ
？
陪

術
立

H
下
全
部
又
は

部
請
求
で
き
る
L

す
れ
ば
、
伝
作
上
r
h

め
つ
れ
た
一
主
主
社
一
が
付
に
一
付
す
令
と
に
な
る
で
あ
ろ
1

c

一

j
z

れ
に
刈
て
は
、
買
i
ぷ
二
二
六
長
二
羽
伎
伎
の
主
件
英
主
に
句
河
、
え
れ
る
事
支
の
剖
明
言
係
十
」
負
ぺ
ど
れ
だ
け
完
ー
ム
が
官
店
乞
『
れ
た
ふ

ル
ヨ
土
が
一
札
問
、
尽
く
こ
は
仏
コ
な
い
の
で
の
る
か
ら
、
利
品
出
遅
請

K
枠
が
ぶ
め
与
一
れ
7

J

V

玉
川
口
同
不
利
益
は
な
い
、
し
以
前
さ
れ
る
古

よ
】
［
わ
ぶ
し
が
、
そ
れ
は
7

三
一
で
ば
な
い
控
訴
w
怖
い
か
的
情
～
宇
示
し
て
い
る
泊
打
、
汗
全
履
行
の
設
会
が
山
旦
丁
か
っ
F7
え
ら
れ
な
く
こ
は
む

わ一氏一
L
Y」
規
宅
さ
1

い
る
、
と
に
ご
て
、
売
十
件
、
山
口
日
？
の
泊
す
る
収
圧
が
存
在
す
る
刀
ど
ュ
か
、
位
決
拡
ほ
m
U
5
1
刈
ピ
収
川
口
ρ
存人
1

て
い
に
か
ど
一
っ
か
、
以
此
の
原
同
は
河
か
、
以
iL
は
レ
ん
J
に
降
下
川
パ
吋
也
D
J
7
J
U
p
y

も
怯
訂
可
誌
カ
へ
川

九
託
二
頃
芸
町
二
か
げ
m
E
u
一
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～
フ
に
川
崎
へ
ロ
に
T

2

t
は
討
拠
J
U
ι

保
全
）
J
J
d

－
τrが
て
き
る
の
で
あ
る
に
ィ
ト

J

、
】
パ
ノ
工
出
身

η
停
柿
後
に
（
二
八
朱

川
引
’
比
一
足
、
問
項
土
恨
拠

に
利
ぷ
償
還
請
ぶ
さ
れ
G
の
で
あ
れ
ば
、

乙
心
検
査
お
よ
び
両
州
知
u
h
A

カ
ロ
在
性
、
主
充
主
ば
古
一
つ

k
l
一

第
四
に
、
従
来
の
判
例
と
灯
時
p
f
u
牲
を
、
請
負
J
V
－
例
に
挙
げ
て
説
川
町
J
q
る
。
ー
ー

買
土
が
さ
一
に
同
出
h
v

定
止
て
完
〈
γ
一
夜
行
4
4往

E
L
H
oか
へ
↑

ζ

さ
は
、
路
指
皆
川
沿
偏
見
す
火
山
冷
h

心
部
め
ら
れ
と
i

十
し
レ
一
つ
結
論
は
、
引
に

百
行
さ
れ
て
い
る
務
法
現
代
化
一
凶
巾
に
山
明
文
化
さ
れ
た
連
邦
神
常
及
判
一
げ
の
£
只
に
つ
い
r

の
判
例
ノ
一
も
孜
す
F
F
d
υ

す
な
わ
ら
、
主
人
守

、
、
、
、
、
、
、

〕
な
い
と
さ
は
、
小
J
A

」
利
得
止
は
事
務
恰
却
に
間
一
一
J

石
川
直
｛
疋
乙
根
拠
と
し
て

つ
土
口
、
一
前
向
－

M
約
一
に
問
J
A
J
F

勺
荒
定
は
、
す
れ
以
外
の
請
求
枠
パ
ん
パ
1

山
内
を
認
め

lfv
一
一
じ
ヨ
の
包
括
的
h

、、

一－Z
P
E
t？
一
、
規
定
引
の
で
あ
F

匂
ご
注
メ
T
Q
は
、
前
缶
、
人
か
免
れ
た
昔
比
一
正
請
求
す
る
こ
は
E
さ
な
い

J
L

ま
ご
官
庁
、
仏
い
、

一泊れ
J

六
約
ょ
の
品
負
へ
の
畑
作

立
正
三
〔
心
よ
h

「
な
白
山
崎
市
」
怯
先
す
る
こ
こ

3
3
2
2一
日
↓
AL
に
し

山M
邦
ソ
月
山
市
刊
は
い
与
え
芹
一
は
、
？
っ
vヨ
h
得
又
は
小
干
狩
娃

r一
心
活
用
を

zr

比
て
L
ゴニノ
1ζ

、
芳
明
確
か
っ
医
峰
山
U
M一
る
か
ら
に
と
リ
一

と
れ
は
、
山
H
U
U
H
V
H〆
V
F
一
さ
れ
ー
、
し
ま
え
ば
、
山
川
小
い
ん
が
ど
の
程
民
心
ミ
心
己
主
つ

だ
の
か
、
注
ゾ
ヘ
払
引
の

f

一
昨
「
る
持
続
費
凶
川
日
M
E
Z
hゆ
も
の
て
為
る
川
J
J

か
は
、

L
W
M
L
ばリ
m
E
u
一
ア
ハ
川
捻
乙
広
コ
ザ
「

第
立
山
、
結
論
の
妥
勺
壮
い
で
為
る

「
一
六
条
↓
」
用
後
三
宮
活
用

J

な
ノ
て
も
、

上
告
汗
由
ペ
J

仁
住
L
1

匂
士
v
h
r

ー
元
主
を
不
当
に
ノ
ィ
利
t
扱
ミ
ノ
結
県
に
は

hFつ
芯
い

者
は
、
山
H
Y
4

エ
の
桂
利
を
凶
ニ
レ

uruト
三
包
括
的
二
規
定
L
t
F
J
戸
あ
）
り
、

EF主
ぷ
別
問
主
定
め
て
の
出
？
？
什
一
ず
に
円
つ
誠
JKを
惨
相
し
た

た
め
に
、
吉
一
之
修
補
費
河
古
一
一
山
山
点
て
き
な
ベ
公
ハ
て
こ
と
ゆ
」
一
、
ひ
じ
ヌ
に
、

F
（
十
日
付
か
い
こ
よ
ふ
弘
h
m
u
梓
科
会
宇
の
ん
仇
一
の
け
μ
空
間
九
汗

ゃ
j

寸
ら
伝
か
つ
に

乙
に
い
口
内
川
同
す
る
か
ら
で
あ
る

〕

て

ν
て
ー
で
の
売
官
民
約
に
お
す
弓
却
で
わ
定
め

き

六
条
哨
い
い
円
以
、
同
点
や
説
的
」
J
ヲ
r
r
k
v

に一ム
J

仁
川
一
七
公
lh
下
打
田
宏
九
二

m
Mさ
れ
て
は
な
っ
八
二
い
っ
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んが
げ
•. l’ 

肯
定
説
、
こ
行
史
認

事
実
関
係
の
山
官
庁
…

引
き
ャ
仇
さ
れ
た
完
又
↓
的
効
に
時
抗
が
あ
っ
L
l
h
p

さ
に
、
田
一
～
主
が
自
ら
を
れ
ま
い
怜
補

ヘ
除
、
会
し
た
と
き
の
問
泡
で
あ
る
じ

以
来
ご
占
め
れ
ば
、
冗
之
の
担
保
貢
甘
と
、
d
J
L

、
完
＝
が
山
川
正
を
絡
柄
、

γ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
～
ん
こ
に
条
ハ
ベ
川
九
条
、
品
ハ
）
（
し
、
｝

か
白
、
そ
れ
を
先
＋
に
催
中
は
ず
る
こ
ζ

な
く
、
立
自
身
が
は
附
一
一
し
た
／
で
ぎ
に
、
げ
の
費
別
式
売
い
に
雨
求
で
き
る
か
乙
う
か
、

λ

問
忍
pf
ど
め
る

ドfソti子情特；1；、lこおけ匂同＇＋門付の涼夜特科

主
ず
だ
均
一
係
行
特
殊
性

本
川
Hfι
平
交
関
係
に
お
い
q

て
指
摘
。
ノ
ベ
さ
科
殊
性
が
一
つ
存
主
ず
る
〈

か
絞
ヶ
月
早
く
、

一
方
で
、
売
買
知
人
I

れ
成
山

伯
務
法
問
吋
代
化
法
施
／
什
戸
一

月

J
Y
削
で

午
一
月

）ハ
j
γ
十

〆l

'' 

fmv

つ一一ー下爪、ヲ一中」
m

、

；

；

／

7
l
J
V
 

も
L
H誌
が
治
用
手
れ
て
い
れ
ば
、

交
版
行
の
に
め
の
問
問

ィ
に
パ
一
山
川
H
シ、
1
f
l
L

、三、

！
？
文
、
k

f

」
？
？

1
v
L

と
い
う
点
て
？
の
る

を
定
め
た
注
予

条

一
店
計
一
以
、
一
一
二
世

m
？
と
い

7
売
し
い
制
度
は
栴
関
係
で
あ
る
か
ら
、
本
作
心
事
主
協
同
慌
の
い
ょ
に
も

l"I 
IJLI 

山民、［

h
畢
条
刊
に

代人↓
1
M
州
出
店
求
権
、
ケ
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
為
る

戸
川
凶
’
L
f
条

羽

ス

？
イ
ツ
よ
止

一
川
岡
山
し
な
ー
で
一
、

に
お
い
て
は
、
一
紅
白
戸
／
完
H
H
に
v
u
m
収
疫
担
似
責
任
が
必
用
さ
れ
る
か
つ
て
あ
る

1
／
こ
ろ
が
、
売
買
契
約
成
！
げ
が
二

0
0
一
』
一
円
一
リ

以
降
で
あ
る
こ
よ
か
っ
、

現
行
法
げ
か
週
以
ー
さ
れ
、

代
人
計
一
一
伊
万
ぷ
の
た
め
に
は
澗
附
を
定
め
た
怪
’
一
口
い
か
必
長
t
な
〉
た
一

z
h
h
」引、、け今」

の
悦
μ

口
が
な
い
ポ
件
で
は
、
代
金
減
傾
詩
文
一
ば
叩
認
め
ム

J

れ
な
い

r

ー
れ
ゆ
え
什
卜
々
な
く
四
ハ
ハ
エ
は
、
利
ぷ
償
還
一
請
求
権
pf
巡
っ
亡
仏
J

っ
て

い
る
の
と
め
る
、
こ
の
意
味
で
、

た叫ト川川村＋山山
l

川、町出〔千戸九

／ 
） 

！、, 
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他
方
立
、
六
ヒ
ハ
〉
コ

1
1門

オ
と
い
7
為
替
相
場
し
一
日
制
井
一
一
し
f

ハ
り
刊
羽
に
過
戸
な
こ
と
い
う
代
合
は

ヨ「
J

1

J

刊
三
正

ν

[' 

判
中
代
金
L
Y
L
て
は
比
収
的
ι
古
川
淵
だ
と
い
う
こ
と
ヤ
あ
る
修
補
費
用
七
台
わ
庁
こ
も

刀
二
つ
六
7

－i
コ

ハ
）
川
方
円

にけ川一リチ一

λ
l

ぉ、今一
、Jl
v

」
の
事
枯
は
、
右
の
契
約
成
斗
時
山
、
の
事
情
と
じ
…
浩
二
、
買
七
（
り
ょ
F
求
を
認
め
な
い

h

糸
川
円
決
の
結
論
は
川
町
で
は
な
い
と
感
〆
さ

汁
Z
Q
vち
の
之
、
あ
る

M

白
山
～
説
の
講
述

取
抗
あ
る
－
um百
八
片
的
物
が
引
き
渡
さ
れ
る
と

川
は
ち
は
完
全
版
七
十
一
山
ぶ
権
pft

持
つ

し
条
一
り
、
戸

九
た
れ

｝

、

〉
ご
｝
メ
）
ぺ
引
l
v

区

月一、

rJ
必
の
修
禄
に
よ
コ
一
1
、
完
全
履
行
前
求
誌
は
「

f
川

1
計山寸J

】
立
与
二
戸
♂

コ
ぷ
つ
亡
中
川
成
ず
る
し

ν

し
て
、
乙
一

；
J

』

y
J
1
－

P

今

戸

ロ】ロヌ長一戸一二ー

の
万
部
川
は

川H
iの
責
め
に
一
的
ず
べ
き
平
山
間
ピ
一
d

る
。

T

L

た
か
っ
J
1
L

、
売
、
下
の
代
金
支
払
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
日
い

八
交
戸
（

別段
J

1

し
か
し
、
完
全
日
岐

h
請
求
権
消
滅
に
よ
っ
て
、
完

ιは
、
ト
4hv恥
で
占
の
れ
ば
完
全
山
県
行
わ
た
め
に
支
出
し
た
で
↓
の
ろ
う
賀
川
内

一
九
長
一
項

乞
免
れ
、
引
ル
リ
れ
十
一
得
て
い

ξ
〈

／、
fご

し
ん
一
が
つ
亡
、
ヲ
一
」
の
引
リ
ハ
M
J
1
2
貝
主
に
w
h
問
問
哩
し
な
く
と
は
な
ら
な
い

第
三
二
六
条
第
二
事

］

惜

別

「

d

h

条
市

J

品
か
h

ソ
一
第
ー
ま
で
の
却
に
に
よ
M

り
か
け
荏
討
の
け
二
小
ノ
に
却
す
父
島
、
で
自
に
ぶ
つ
ザ
工
問
川
時
打
が
給
付

会
務
を
丸
わ
る
予
一
、
マ
ん
は
官
持
者
三
え
顎
い
立
与
伊
巾
に
な
γ

J

「
「
貝
持
者
の
官
、
め
に
帰
す
る
こ
ζ

が
で
き
は
し
草
川
に
γ
三
て
岱
務
〆
H
J
J
給

付
抗
議
ど
作
存
命
と
き
は
、

f
務
苛
は
、
広
汁
治
山
U
かど

2
げ
る
常
利
を
た
わ
た
円
三
）
の
埼
ん
u
に
む
い
て
、

r務
背
は
、
給
付
金
務
し
砕

れ
七
こ
1
y

に
よ
っ
て
支
同
九
d
免
れ
三

3
主

3
一二

r人
は
そ
り
川
悦
山
犯
に
使
用
ご

と

に

コ

r取
得
v

／
、
ぷ
く
は
ETγ

戸
止
と
取
得
し

な
か
勺
二
利
益
を
怯
椛

U
t償
還
1
J

は
け
れ
ば
な
っ
ぽ
い

ゆ住－
P
F

E
－

－

 

阪
批
但
保
と
1

v

て
回
一
一
じ
条
に
列
挙
さ
れ
し
い
る
史
、
ニ
の
怪
引
の
引
に
は
、

Frの
引
円
4
5
信
忠
一
市
市
小
棒
は
れ
に
十
忙
し
白
い
υ

む
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し
ろ
、

利
、
有
償
法
請
求
梧
人
い
い
、
一
一
一
六
条
と
い
う
パ
ヘ
約
総
肢
に
付
置
す
る
貼
ιぺ
止
を
松
拠
と
す
る

J

し
か
し
、

そ
れ
は
、
特
別
は
だ
が
釦

＼、

と
い
う
ど
げ
で
あ
っ
て
、
川
沿
別
況
｛
止
が
な
い
部
分
二
コ
い
て
は
、

一
段
足
定
が
以
田
川
さ
れ
る
c

し
ー
に
や
か
二
工
、

へ
寸
ん
何
万
作

Z
一万
F

一一コ「弓）

E
P
L佐
川
れ

一
段
絞
段
が
U
m哨
さ
れ
る
ム
ノ
三
ノ
ニ
も
張
…
一
い
札

m
y
Cい
る
、
と
い

」
こ
で
、
引
立
ず
べ
き
は

ド
的
た
る
給
引
い
は
付
か
、
で
あ
る

つ
ま
り
、
そ
こ
で
の
給
付
は
、
曹
三
い
が
？
丸
山
山
し

た
費
い
い
川
で
は
な
く
、
支
出
合
免
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
先
主
計
’
得
た
刊
r
ド

Z
2
2
3｝討さ

つ
ま
り
、
刻
、
λ
ば
、
ぉ
一
円
白
山
場

E
あ
る

ハ
戸
い
は
費
用
償
還
訂
ふ
拾

注
ん
よ
す
の
十
込
山
、
七
費
用

丹
、
中
」
。

一

ハ

〕

永

久

〕

～
叶
円
品
川
副
主
べ
A
C河
内

ぺ

2LR1L｝｛
3

ハコ

什
一
円
久
れ
一
門
J

、

5
3
L
E
m
m
こ
が
償
還
さ
れ
る
J
L
か
し
、
古
一

、

、

、

、

も
、
ム
ス
山
山
川
を
免
れ
た
こ
い
」
に
よ
っ
て
＋
川
、
一
丁
が
一
侍
た
列
徒
で
あ
る
。
山
H
t
h
M
人
出
し
に
｜
｜
活
vE
は
そ
れ
ー
わ
む
十
川
同
W
C
b

－
守
合
｜
｜
費
用
で

て
い
る
利
採
信
一
還
請
求
梓
ー
の
は
的
た
Q
給
引
い
は
、
あ
く
ま
で

ドfソti子情特；1；、lこおけ匂同＇＋門付の涼夜特科

は
な

J
d
て
あ
る

ど
う
せ
，
配
当
ヲ
仁
』
ア
豆
、

7
n

正
一
万
，
A
H

刀
J

イ
チ
イ
ヲ

zb古

ど
の
程
民
存
在
す
る
か

し
か
も

に
つ
い
て
は

事
担
て
あ
る
r一
め
～
非
常
に
凶
培
ー
な
｜
｜
正
攻
責
午
が
ム
め
る
－

J

今

守

、

A

J

一

L
ト

i

占
ぺ
て

つ
一
川
条
号
、
六
一
七
条
に
拒
当
す
る
費
用
償
還
請
求

権
の
規
’
疋
の
な
い
売
買
に
お
い
司
亡
、

認
〈
約
総
烈
の
規
む
を
机
拠
に
｜
｜
悶
推
な
刊
則
、
と
成
功
さ
件
、
一
一
注
一
に
限
ゎ
、

L
i古
川
？
と
、
氏
稲
川
り
｜
｜
引
一

」
と
に
は
ん
l

く
な
ら
ず
、
先
王
の
立
忘
J
ピ
不
中
j
L
Eノ
＼
寸
る
と
と
に
も
な
ら
な

益
仲
間
同
盟
諸
求
権
を
Y
弘
め
て
も
、
立
法
vれ
な
uE
に
可
ん
す
る

し、

νJ 
四

恥
口
｛
宅
羽
心
論
川
一

肯｛一
b
h
のい小告、叫ん
N

口
、
ぷ
件
を
眺
め
て
み
る
と
、
崎
市
か
に
ら
の
通
一
り
で
あ
る
よ
、
つ
に
1
5
見
え
る
、
ぶ
J
J
、
こ
れ
に
反
対

J
て
、
百

（
疋
玩
を
ほ
る
本
判
決
は
次
の
、
て
ノ
に
反
諭
す
る

第
に
、
店
定
一
説
山
川
J
4

張
す
る
特
別
胤
？

紋規｛一
ι
の
リ
市
川
辺
に
対
ー
／
て
、

J

り
作
山
小
刊
の

E
Uを
虐
に
と
る
ο

「
な
わ
ち
一
、

党
Z

貝
に
お
い
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て
い
い
、
費
川
用
償
法
請
求
梧
叫
M

規
乏
さ
れ
て
い
以
い
と
い
う
い
ー
し
は
、
そ
れ
を
否
定
す
る
極
旨
で
あ
る
）

い
っ
た
心
口
的
物
が
引
か
む
波
さ

れ
れ
ば
、

凶
一
七
条
に
列
卒
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
権
利
だ
け
を
間
早
土
ば
H
H
っ
こ
L
Y
が
可
能
で
お
る
、

と
い
ぶ
の
が
新
信
校
法
、
り
げ
十
仏
冊
山

と
名
｛サ

？’ 
0 

0〕
｝六
」
3い
Jう

る
1：，）（六法、アl仁D (:j' 戸ぷ' 8日ワ：：：ooc

出
口
ど
と
説
別
ず
る
。

第

に
、
れ
良
公
仙
泣
ひ
訂
段
、
と
の
花
山
町
内
さ
あ
勺
し
こ
こ
で
J
M
ニ

ι法
斗
合
意
思
に

て
い
る

吟
同
一
に

r
h
M
へ－

f
J
 

利
↑
E
i
泣
辺
諸
ペ
ョ
楼
ur

認
め
る
と

「
追
定
権

一均百八一十
J

札
’
汀
む
捷
：
列
」

主

主

こ

こ

D

－
4
5
l
h

六

。コ

三位勺

T
z
r
z
n
5
7さ
が
日
附
与
さ
れ
る
、
乙
一
ゴ
つ
ロ
引
き
浪
1

）
た
川
以
内
物
に
阪
批
が
あ
っ
て
点
、

い
ん
三
が
催
告
に
I
U
じ
て
定
全
日
収
戸
i

ず
る
限
り
は
代
A

減

mA】
筑
除
も
さ
れ
ず
、

山
間
岩
賠
償
百
点
本
受
け
な
い
』
｝
！
こ
を
、

本
判
決
で
は

追
4

心
棒

第
四
に
、
従
来
の
判
J
M
机
〆
｝
（
り
は
え
i
性
に
つ
い
て
、
口
定
一
両
と
の
追
い
z
ぜ
川
ら
か
に

4
0
J

る
n

つ
ま
り
、
川
辺
の
規
子
必
が
前
ぶ
権
党
中
原

司
と
は
ら
な
い
事
字
、
河
係
民
？
で
い
身
内
時
ル
ー
と
い
う
本
件
が
r
i
ノ
で
忘
る

J

一、llJ
－
s
t中」品、

j
t
d
5
c
l
 

一
般
規
先
日
契
約
総
別
に
帰
ら
な
い
い
〈
一
す
っ
。

第
1
い
に
、
胃
八
十
L

白
書
、

ν民
法
の
却
版
記
一
日
間
を
｛
止
め
て
の
怪
告
）
宵
ど
ら
ず
に
本
来
認
め
ら
れ
る
い
は
「
心
府
刑
判
官
失
つ
に
の
で
あ
る
か

ら
、
支
質
的
に
も
叫
な
弘
前
で
は
は
レ
と
一

r
i

んが
げ
' l’ 

新
債
務
訟
に
お
け
る
佐
世
づ
け

γ
了

M
円

h
r、

？

t
 

叩
刊
斗
／
円
償
以
請
求
権
2
い
う
形
℃
、
川
一
七
九
木
の
規
定
す
る
一
つ
の
桔
利
以
引
の
権
問
刊
を
E
H
U

玉
川
同
白
川
、
土
に
対
し
て
主
張
で
き
る
、
と
い

、
げ
法
者
立
問
め
に
じ
以
す
る
と
否
定
抗
は
一

F
L
確
か
に
そ
の
よ
ょ
に
見
え
る
つ
芝
、
〆
て
、

肯｛一
b
h
の
解
釈
は
、
完
了

四
一
七
条
JK校
拠
ピ
、
売
買
契
約
丘
、
は
引
渡

L
後
は
与
の

一
つ
の
権
利
以
外
は
九
九
牛
ん
γ
1
7
吋
余
地
が
な
い
も
r
考
え
る
所
定
説
は
、

そ
の
限

：
l
j
i
 

〕
よ

j
r
n

J

（

！
ρ
一



L
か
し
、
自
宅
訟
は
行
£
返
さ
一
員
L
こ
い
る
よ
う
に
は
え
る

J

賞
、
土
が
若
水
で
き
る
の
は
、
あ
く
ま
で
b
士
山
主
川
d

支
山
を
免
れ
た

一
〕
二
円
千
七
て
旧
竹
ト
一
利
弘
二
過
ぎ
h
M
い
か
っ
、
追
完
権
乞
宝
一
す
る
こ
と
に
は
ん
ぷ
ら
h
b
い
し
、
四
一
じ
条
に
反
「
ず
る
こ
と
に
v
u
h
』ら
h
h
い、

と
い
う
ム
丁
振
は
説
作
力
い
叫
ん
あ
る

J

つ
ま
り
、
民
十
が
修
補
す
る
ま
で
は
、

凶
一
一
七
条
の
一
つ
の
作
利
し
か
丸
り
刊
な
い
勺
し
か
し
、

い

7γ
～／ノ町民土
mr
修
前
し
亡
、
）
ま
え
ば
、
斗
一
実
関
係
が
変
わ
る

r
f
の
利
、
心
事
実
関
係
目
、
売
買
法
の
、
川
店
店
舗
峨
か
ら
む
隊
司
村
山

ぉ
ー
ら
の
で
↓
あ
り
、

間
一
一
仁
条
の
一
一
つ
の
怜
引
の
狩
り
は
外
れ
て
、

J

ま
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
c

す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
、
完
全
履
行
清

本
権
は
小
池
花
こ
な
っ
て
泊
減
L
、
初
閣
を
｛
止
の
に
催
弁
を
し
な
か
っ
た
こ
こ
で
い
相
半
口
賠
償
訂
ぷ
j
t
代
金
減
街
、
弘
一
解
除
も
で
き
な
い

J

川刊

一九
L
条
の
だ
め
る
一
つ
の
い
ず
れ
の
怪
利
4
M
iっ
そ
の
代
わ
れ
に
、
二

小
川
口る

。
、
｝
の
こ
と
を
粕
密
に
、
し
か
点
、
氏
法
山
ハ
A

北
中
心
構
誌
や

u
法
者
意
患
に
反
L
は
い
形
明
、

ハ
え
さ
一
打
、
後
没
泊
い
い
川
町
一

J

会
対
子
市
て
く
る
と
一
子
つ
の

5あ
0 
c 

ドfソti子情特；1；、lこおけ匂同＇＋門付の涼夜特科

品
作
会
J

帥
亡
あ
る
、
と
」
「
え
る
で
為
ム
リ
う
。
近
い
お
米
、
法
判
巧
↓
午
、
務
に
お
い
て
、
今
一
位
、
こ
の
間
極
小
羽
れ
る
の
は
均
六
つ
な
い
ら

、
川
和
読
む
安
当
漫
に
お
い
司
て
、
汁
ど
説
の

β

州
市
明
主
ω止
す
も
の

甘
い
わ
、
れ
る

U

そ
し
て
、
も
1
そ

L

L
ど
刀

t
F－

ナ
4

7

J

ム

デ

J
Jげが行

。
山

mvy
 

na 
一川山

判
例
が
γ
丹
市
乍
4

況
で
あ
勺
、
と
い
う
支
務
卜
の
一
世
一
記
性
を
仮
に
庁
、
外
似
し
て
、
ム
寸
に
一
恥
と
所
定
一
立
を
い
い
一
殺
す
れ
ば
、
と
う
で
あ
ろ
う
か
叫門

松

ハ
条
頃
後
設
の
一
叫
い
川
又
は
類
推
泊
尽
を
ん
く
認
め
な
い
r人

u
だ
説
は
、
川
崎
論
的
に
同
組
で
あ
h
明
併
で
あ
る

J

こ
れ
に

に
述
沼
通
常
設
判
所
も
判
例
hv
変
更
す
る
14能
性
は
ハ
多
少
な
い
と
も
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
苦
心

L
か
し
、
お
時
内
、
で
は
、

U

品、

ゆ
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る

F

本
什
で
の
連
邦
／
叶
一
常
政
引
所
C
K行
｛
疋
説
の
fJvt
切
は
明
待
で
叫
の
い
り
、
裁
判
所
実
務
は
こ
れ
宮
前
犯
に
動
い
日

汁

l
レ
ン
ソ
救

J

訟
が
境
内
を
一
斉
＝
つ
に
は

JE兎
れ
二
こ
と
三
工
る
利
益
心
認
定
を
免
れ
た
裁
判
所
だ
お
る
、

こ（山品川山川山心

受
日
川
高

一
ス
ロ
ミ
pwpv初
予

2

は
、
完
王
子
干
支
出

論
叫
ん
一
の
比
校

ま



対
し
て
、
光
、
ド
エ
が
支
出
を
免
れ
た
こ
と
に
上
る
利
川
と
い
う
証
明
区
難
何
百
事
実
に
つ
い
て
、
山
貝
、
ギ
セ
hr
説
明
に
成
功
し
ヲ
ヲ
パ
と
き
は
、

償
還
吉
認
め
る
方
が

「

実
務

i「j
な
d〕
｝六
」
3い
Jう
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り
て
は
な
い
か
、
と
い
門
店
宅
前
に
も
説
得
t
け
が
あ
る
わ
一
そ
の
円
、

味
で
は
、
土
官
庁
し
ψ
I
L
T
I

り、

刊
誌
川
的
に
別
総
k
l虫記官官州、

2
い
＋
色
分
け
か
ら
出
発
し
て
包
よ
い
、
り
で

H
F
L
川
口
広
ψ
」
い
い
重
私
心
肯
定
抗
、

は
な
い
か
と
巴
わ
れ
る

〉
ご
一
マ
つ
J

工、

一い二

υ
弓
定
説
は
r

小川
r
J
字
削
に
い
ん
へ
て
即
日
論
的
に
弱
し
わ
け
で
は
な
い
、
と
一
強
引
刑
さ
れ
る
一

そ
こ
で
、
抱
一

ロ
ー
「
／
ツ
救
M
K
は、

c•込
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の

台
，，：プ

「；比

結
論
の
有
｛
r
h品、

乙
い
う
わ
）
汀
け
ζ

は
ー
止
反
対
の

ロ
レ
ン

y
校
長
に
ヮ
ー

ィ日品十
J
Jも
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
ぬ
一
札
か
む
旬
、
ム
」
は
検
討
、
王
山
中
え
た
い

つよ
J
昨

h
ッ、

ヘ
リ
｛
疋
説
こ
与
が
裁
判
所
心
気
判
例
減
と
い
う

円d
疋
ア
吋
こ
そ
が
珂
論
的
・
体
系
的
に
考
え
肢
か
れ
た
論
均
台
－
小
し
て
い
る
、
乙
は
一
吉
え
な
h

パ
ヘ
一
い
ミ
視
庁
で
あ
る
n

そ

σ悦
口
、
か
ら
U
九
る
と
、
ル
男
児
一
品
に
つ
い
て
、
次
の
つ
り
疑
問
を
立
は
い
弛
く
り
て
あ
る
。

ィ、

@ 

第
一
心
疑
問
J
し
て
、
戸
口
王
th
出
身
心
怜
捕
に
よ
っ
て
い
特
捕
前
ぷ
権
）
か
不
能
に
な
る

と
い
う
ポ
躍
は
本
吋
に
そ
う
な
れ
い
り
か
ど
う
か

れい一氾じ

nl、

ノ
r一－－

一
仁
止
条
一
反
は
治
川
刑
さ
れ
た
い
た
め
に

十
八
札
市

一ι玖
後
段
も
迎
用
で
犬
伝
く

EQF
だ
か
ら
、
自
定
説
に

立
つ
以
ト
、

不
絞
り
J

汁
一
止
を
説
得
的
二
説
明
し
切
ら
と
く
て
は
白
ら
一
泣
い
は
ず

fcわ
る
。

日

i
〆
ン
ツ
款
授
は
、

H
土
一
け
身
九
よ
る
修
補
が

hw 

rと
説
明
さ
れ
る
が
、
ぞ
れ
以
上
の
説
明
は
町
え
り
れ
て
い
な
い
、

こ
れ
に
つ
い
て
、

「
片
的
到
達

一
日
当
z
f
n
J
コ2
（
プ
三
R
h
J

」

に
よ
る
小
品
問
中
」
J
D
1
ら

V

J

か
〕
、
中
ハ
た
し
て
そ
の
通
り
に
不
能
と
一
誌
記
3
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
、
学
説
は
一
致
し
て
し
な
い
の
で
あ
る
例
え
ば
、
不
肢
の

山山

間
遣
で
は
仕
く
、
危
険
格
松
伎
に
作
い
ム
存
し
て
い
と
市
山
姐
が
存
在
L
な
く
な
っ
三
間
語
、
と
い
戸
、
以
対
日
品
も
あ
る
ま
た
、
買
エ
河
内
対
の

' 」
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、

修
柿
を
不
能
で
は
な
く
弁
済
で
た
る
と
み
な
L
、
平
片
付
山
也
市
川
と
不
吋
利
川
刊
の
規
定
ハ
人
凶
条
、
八

一日川」

利
相
け
と
し
て
返
還
請
求
ぞ
認
め
る
反
い
川
説
も
あ
る
r

;,: 

国
引
出
一
氏
一
ど
根
拠
に
不
当

まーに、

手
判
決
心
牛
で
b
小
能
か
ど
う
か
の
判
断
は
明
示
的
に
い
川
治
さ
れ
て
い
て
、

' 

判
例
心
v

斗山川も川別、り
7
m
J

川
町
川
町
、
伶
一
旬
一
河
求
権
が
ん
中
区
、
と
な
る
と
し
ミ
ノ
比
例
刊
一
は
、
己
弓
ん
h
d必
幻
の
一
ヘ
嗣
川
宏
、
あ
る
に
も
か
か
れ
L
J
ず
、
必
ず
し
も
明
解
な
説
明
は

し
な
い
た
め
に
、
肯
定
説
全
体
の
説
得
力
を
欠
く

附
と
な
ハ
て
い
ゐ
印
象
を
私
は
ん
そ
日
る
い

四

川
肌
務
契
約
か
ら
4J1
に
」
履
行
司
、
小
後

阪
に
、
わ
り
問
題
に
j
を
わ
ハ
レ
り
、
買

t
司べ
γ

ザ
ム
刊
心
前
際
社
に
よ
っ

じ
る
こ
雨
明
で
き
る
一
じ
よ
う
n
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つ
ま
り
、
日
干
の
修
縞
訂
求
権
は
、

一
一
珂
一
条
以
！
の
債
務
法
総
副
C
規
d

疋
刀
且
凶
主
交
付
る
請
求
権
一
人
5
5
2丸
一
で
為
る
こ
し
C

JRト
4
よ
遥

ρ
九
市
、

K
I
－
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J
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し
た
が
っ
て
、

h

こ
ま
℃
は
田
川
山
下
い
は
な
い

v

次
に
、

格
納
請
求
花

山肌
ι品
川
川
、
約
か
ら
生
じ
た
約
｛
ヒ
（
山
4
4
h
本
格

河川
U
7レ、

「
一
九
十
隠
汗
請
求
権
）
U

炉、

一
ド
キ
の

て
あ
れ
ば

六
条
が
遊
山
市
さ
れ
る
こ
と
に
y
U
向
指
は
な
い
ご
あ
ろ
う

』

f
f
p
前
ド
水
栓
v
A

パ
り
も
の

し
ト
し
、
来
た
し
て
ふ
ろ
之
の
か
、
宇
説
は
一
致
し
と
い
な
い

J

例
え
ば
、
作
雨
前
求
権
で
は
な
J

代
初
討
ふ
桂
に
つ
い
一
ご
、
予
会

日
目
、
五
九
一
履
行
口
求
権
ば
約
乏
の
罰
、
ぷ
誌
と
は
な
く
、
法
乏
の
ヰ
円
入
品
慌
で
あ
る
と
レ
ニ
J

限
解
主
役
壮
「
る
か
ら
で
あ
る
ご
そ
ニ
J

で

、

あ
、
れ
ば
、
一
一
人

1

条
一
雨
用
（
叫
い
山
校
は
、
叫
山
町
ず
る
一
」
タ
）
、
巾

J

イ」主、よ
3
、庁
l

ぜ
し
相
刷
提
、
川
［
何
川
に
河
同
ま
る
こ
と
に
な
る
か
3

つ叩、）ふ
J

る
C

口
、
レ
〆
ツ
救
杭
は
が
り
日
提
と

L
て
い
る
、

氾
人
以
版
行
百
求
法

ル伴
H
F
H
斗
吋
求
唯
一

ぺ
川
履
ノ
打
吉
岡
ぷ
権
こ
い
ろ
ノ
論
述
に
は
、

異
論
が
仕
い
わ
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こ
れ
い
り
内
、
に
お
い
て
も
F
U
P
U
H況
は
や
や
説
得
ハ
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ど
ん
人
く
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
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ハJ
L
元
ト
ド
弓
汁
え
げ
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と
の
論
争
の
十
や
け
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つ
ま
り
、
ロ
モ

H
身
の
修
補
に
」
ワ
て
い
怜
前
一
南
求
権
け
ギ
阪
と
な
り
、

五

論
争
の
不
出
特
訂
正

iiえ
d時

3害
補
い寸
〆℃

十主
；主
／＼ 

デ~ぺ〉

のの
' k.  焼、メ
ィ了、 '" 訂、 Jι

h 、lヲ
ペ、 ドー

十年、 ') 
：；..、 L、
しう、 て
之、 σ〕
の、統
i'. I日l
少に
二f
め を
よ 収
ノゐ
仁、

しう

卜

わ
火
こ

f
汁
川
ヅ

f

l

t

J
〈

改
め

い
つ
つ
の
法
見
純

の
関
係
の
誠
司
鮮
の
什

h
～
の
古
川
イ
に
あ
る
ζ

弘
は
考
え
て
い
令
。

コ
ま
り
、
否
定
一
訟
に
よ
れ
ば

い
っ
た
ん
川
引
渡
し
が
4
の
れ
ば
、

契
約
総
別
心
校
給
付
限
中
川
法
が
再
び
泊
別
手
れ
る
、
」
と
は
な
い
。
こ
れ
を
口

i
レ
ノ
ソ
款
問
は
は
車
紘
一
位
予
｛
H
4
2
4
%
M
コ
ト
ミ
）

一叫）

の
考
え
方
と
同
町
び
、
プ
て
の
よ
う
な
考
え
方
を
へ
↓

Jmの
瓜
代
化
法
で
改
め
と
U
ず
た
と
非
訓
ず
る
〈
口

l
レ
J

ソ
救
長
に
よ
れ
ば
、

担
保
法
は
給
付
伴
者
法
の
一
つ
で
あ
れ
、
賀
、
自
身
の
修
捕
に
よ
っ
て
事
L

丈
坦
係
が
売
買
の
逃
川
領
域
乞
外
れ
る
と
、
白
刊
日
前

総
引
の
波
川
用
m
h小説
v
h
v
h
ら
な
く
て
は
ほ
ら
7d
い
の
て
ゐ
る
へ
図
式
と
し
て
は
、
将
靴
作
伐
リ
い
の
透
川
市
m
h
J
A
は
一
般
給
村
町
煙
害
法
む
そ
れ

に
凶
ま
わ
て
い
）
匂
部
分
集
合
だ
1
〈
一
戸
つ
の
で
あ
る

ヰJ

り

r~ 

f」

開［～
t
L
r
H
片
山
抗
日
怖
い
よ
る
利
、
仕
償
定
説
、
ぷ
悼
の
問
題
目
、
十
付
に
見
て
き
た
通
り
、
昨
日
司
は
、
売
買
と
契
約
総
則

t
の
関
係
、

ぶ
〈
一
い

、ザ八
J

ば、

ハ
ノ
ア
ケ
ア
、
二
入
法
血
（
編
纂
乞
一
以
い
m
「
白
山
市
小
山
r

闘
の
特
別
刷
｛
止
と
佼
却
に
と
の
関
係
の
一
理
解
の
付
与
ピ
灼
笠
d
y

号
令
、
主

J

に
恥
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、
、
、
、

ロ
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レ
ン
グ
投
J
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が
で
張
さ
わ
る
、
特
別
抗
｛
疋
の
い
一
川
hmド
ベ
士
一
般
読
む
の
dm用
時
一
時
収
心
部
門
小J

集
ん
円
と
呼
併
す
る
ハ
刊
十
江
川
、

昨
叫
ん
J

に
分
か
り
ゃ
す
い
と
こ
ろ
も
あ
る
〉
川
UEノ
乙
ー
に
だ
、
同
一
川
局
常
政
判
品
川
の
；
小
判
決
心

つ
ま
り

、っ》」日以ム主す川吋

L
一

JVJ；
J
1
5
E

規
定
が
抗
用
さ
れ
れ
ば

一
般
規
定
の
注
目
市
は
山
刊
除
さ
れ
る
、
と
b
t
幹
的
山
U
H
t
的

戸
r
Z
J｝

H
E
E
L
J
と
も
ハ
り
と
し
て
特
別
川
既
定
を
解

m
h
r
る
円
前
開
も
「
仇
く
民
解
で
き
る
r
J
一
れ
ゆ
え
に
こ
午
、
債
扮
法
改
正
に
よ
っ
て
政
胡
担
保
法
も
絵
日
持
等
法
の
巾
に
組
み
込
ま
れ
た

と
刊
解
す
る
J
一
場
の
ロ
ン
ン

y
敦
校
が
、
た
判
決
に
い
洞
科
さ
れ
ん
＆
い
の
も
ま
た
、
仇
く
担
併
で
き
る
の
で
あ
る
c

ド
イ
ソ
新
債
務
作
の
示
価
は

一
緒
に
就
い

に
、
代
表
的
な
論
点
に
つ
い
て
、

で
あ
る
ロ

述
山
邦
通
υ
市
作
品
判
川
が
川
町

確
な
公
権
的
訴
釈
を

rー
に
」
牛
判
決
の
主
義
は
、
強
調
し
て
白
地
ぎ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
づ
七
λ

J

そ
し
て
、
そ
の
市
勺
d

の
牛
宵
に
つ
い

て
の
本
一
伯
の
道
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が
出
へ
い
っ
て
い
は
い

ド
f
》
ノ
民
法
学
を
論
拠
の

っ
こ
「
る
わ
h
r
庄
の
民
法
学
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と
コ
て
も
ま
た
布
列
な
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－
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仁
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岡
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ゐ
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光
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＼
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テ
ノ
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＝
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